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は20dB の受信無線搬送波対干渉波電力比を得るために必要な光スイッチ速度が約36GHz に及ぶのに対し、 3 次、
5 次および10次の帯域標本化を用いるとそれぞれ25GHz、 19GHz、 14GHz に大幅に低減できることを明らかに
している。一方、単極性符号である Prime 符号を用いた場合、従来方式では15GHz のチップレートが必要であっ














(9)提案方式が 3 次相互変調歪のみならず、 2 次高調波相互変調歪にも有効であることを示し、信号伝送品質改善効
果の理論解析により、レーザダイオード、の非線形性が100kHz 以下で変動する場合は安定した動作が可能であり、
10kHz 以下で変動する場合は受信搬送波対歪および雑音電力比をおよそ5dB 改善できることを明らかにしてい
る o
以上のように本論文は、広帯域光ファイパ無線アクセスネットワークにおける伝送品質向上方法に関する検討を加
え、高次帯域標本化の提案、グループ化による構成の簡易化、エリアシングキャンセラの導入と設計基準の明確化、
マッハツエンダ干渉計を用いた非線形歪補償法に対する新しい提案を行っており、理論解析によりその効果を定量的
に明らかにしている。これらの成果は、各種の無線サービスを画一的に伝送可能な電波ハイウェイ実現に欠くべから
ざる技術であり、通信品質改善手法として重要な示唆を与えているo 以上に示したように、本論文で得られた成果は
通信工学の発展に寄与するところが極めて大き L 、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
? ?? ??
